
リ
フ
ォ
ー
ム
の
保
険
加
入
促
進

国
交
省

検
討
会

住
宅
瑕
疵
担
保
制
度
見
直
し
へ

２
０
２
０
年
東
京
大
会
開
催
へ

持
続
可
能
な
調
達
へ
省
エ
ネ
推
進

国
土
交
通
省
は
九
月
十
四

日
、
東
京
・
霞
が
関
の
経
済

産
業
省
別
館
会
議
室
で
第
二

回
「
制
度
施
行
十
年
経
過
を

見
据
え
た
住
宅
瑕
疵
担
保
履

行
制
度
の
あ
り
方
に
関
す
る

検
討
会
」
（
座
長
・
犬
塚
浩

弁
護
士
）
を
開
き
、
既
存
住

宅
流
通
・
リ
フ
ォ
ー
ム
市
場

の
拡
大
へ
今
後
の
対
応
の
方

向
性
を
打
ち
出
し
た
。
各
保

険
法
人
に
リ
フ
ォ
ー
ム
事
業

者
の
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
商

品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
の
充
実
を

促
す
と
と
も
に
、
設
備
・
内

装
な
ど
比
較
的
小
規
模
な
リ

フ
ォ
ー
ム
の
保
険
加
入
促
進

策
を
検
討
し
て
い
く
。

来
年
十
月
で
住
宅
瑕
疵
担

保
履
行
法
の
完
全
施
行
か
ら

十
年
を
迎
え
る
。
ス
ト
ッ
ク

活
用
型
社
会
へ
の
転
換
な
ど

市
場
環
境
の
変
化
を
踏
ま

え
、
現
行
制
度
の
検
証
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め

「
消
費
者
が
安
心
し
て
住
宅

の
売
買
や
リ
フ
ォ
ー
ム
が
で

き
る
環
境
の
実
現
に
向
け
て

住
宅
瑕
疵
保
険
の
普
及
を
ど

う
進
め
る
か
」
な
ど
を
論
点

に
現
行
制
度
の
見
直
し
を
進

め
て
い
る
。

当
日
の
検
討
会
で
は
神
谷

将
広
同
省
住
宅
生
産
課
住
宅

瑕
疵
担
保
対
策
室
長
が
冒
頭

あ
い
さ
つ
に
立
ち
「
本
制
度

が
こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
な

役
割
を
担
っ
て
い
け
る
よ
う

皆
さ
ま
の
忌
憚
の
な
い
ご
意

見
を
お
願
い
す
る
」と
述
べ
、

活
発
な
議
論
を
促
し
た
。

今
後
の
対
応
の
方
向
性
で

は
既
存
住
宅
な
ど
に
関
す
る

２
号
保
険
（
任
意
保
険
）
の

付
保
率
が
高
い
と
は
言
え
な

い
と
指
摘
し
、
さ
ら
な
る
普

及
促
進
を
め
ざ
す
。
リ
フ
ォ

ー
ム
瑕
疵
保
険
に
つ
い
て
は

現
在
の
商
品
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ

が
ニ
ー
ズ
に
応
え
き
れ
て
い

な
い
と
し
て
一
層
の
充
実
を

図
っ
て
い
く
。
ま
た
比
較
的

小
規
模
な
リ
フ
ォ
ー
ム
の
保

険
加
入
を
促
進
す
る
た
め
、

条
件
を
満
た
す
住
宅
事
業
者

の
検
査
の
簡
素
化
や
包
括
的

な
保
険
契
約
の
仕
組
み
づ
く

り
に
着
手
す
る
方
針
だ
。

第
五
回
「
二
〇
二
〇
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会

大
会
施
設
工
事
安
全
衛
生
対
策

協
議
会
」
（
座
長
・
田
畑
裕
明
厚
生
労
働
大
臣
政
務
官
）
が
九
月
十
四
日
、
東
京
・
霞
が
関
の
厚
生
労
働
省
省
議

室
で
開
か
れ
た
。
大
会
施
設
工
事
に
お
け
る
労
働
災
害
の
発
生
状
況
や
労
災
防
止
対
策
の
徹
底
、
健
康
管
理
の
取

り
組
み
な
ど
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、
持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た
調
達
コ
ー
ド
に
よ
る
重
要
事
項
と
し
て
法
令
遵

守
、
省
エ
ネ
・
脱
炭
素
の
推
進
、
地
域
経
済
の
活
性
化
な
ど
へ
意
欲
を
新
た
に
し
た
。

同
協
議
会
は
二
〇
二
〇
年

東
京
大
会
の
各
施
設
工
事
で

よ
り
安
全
で
働
き
や
す
い
労

働
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
、

労
働
災
害
の
防
止
を
徹
底
す

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

る
。
関
係
省
庁
、
発
注
機

関
、
業
界
団
体
な
ど
で
構
成

さ
れ
、
団
体
関
係
で
は
才
賀

清
二
郎
一
般
社
団
法
人
建
設

産
業
専
門
団
体
連
合
会
会
長

な
ど
が
参
加
し
て
い
る
。

当
日
の
協
議
会
で
は
田
畑

座
長
が
冒
頭
あ
い
さ
つ
に
立

ち
「
い
よ
い
よ
大
会
開
催
ま

で
二
年
を
切
り
、
施
設
整
備

も
本
格
的
に
進
ん
で
い
る
。

し
か
し
そ
の
一
方
で
一
月
に

建
設
従
事
者
の
尊
い
命
が
失

わ
れ
た
。
さ
ら
に
犠
牲
が
増

え
な
い
よ
う
本
日
共
有
さ
れ

る
情
報
を
現
場
で
活
用
し
て

い
た
だ
き
た
い
。
皆
さ
ま
方

に
は
推
進
役
と
し
て
ご
尽
力

を
お
願
い
す
る
」
と
一
層
の

協
力
を
要
請
し
た
。

労
働
災
害
の
発
生
状
況
を

み
る
と
、
労
働
不
能
程
度
別

死
傷
者
数
・
延
べ
休
業
日
数

は
死
亡
が
二
名
、
休
業
八
日

以
上
が
八
名
・
二
百
八
十
八

日
、
休
業
一
〜
三
日
が
一
人

・
三
日
と
な
っ
て
い
る
。
休

業
四
日
以
上
の
労
働
災
害
の

種
類
は
過
労
に
よ
る
自
殺
、

飛
来
・
落
下
、
は
さ
ま
れ
・

巻
き
込
ま
れ
、
激
突
、
墜
落

・
転
落
、
感
染
症
、
崩
壊
・

倒
壊
な
ど
で
機
械
へ
の
は
さ

ま
れ
・
巻
き
込
ま
れ
が
比
較

的
多
い
。
新
国
立
競
技
場
整

備
事
業
に
お
け
る
健
康
管
理

の
取
り
組
み
状
況
で
は
①
作

業
従
事
者
の
健
康
管
理
体
制

の
整
備
②
時
間
外
労
働
の
短

縮
化
の
促
進
③
日
常
的
な
健

康
管
理
の
促
進
④
ス
ト
レ
ス

チ
ェ
ッ
ク
の
実
施
促
進
⑤
熱

中
症
対
策
―
―
な
ど
が
報
告

さ
れ
た
。

持
続
可
能
性
に
配
慮
し
た

調
達
コ
ー
ド
で
は
組
織
委
員

会
が
調
達
す
る
す
べ
て
の
物

品
・
サ
ー
ビ
ス
・
ラ
イ
セ
ン

ス
商
品
に
つ
い
て
原
材
料
の

採
取
か
ら
加
工
・
流
通
・
提

供
に
至
る
供
給
過
程
全
体
で

持
続
可
能
性
が
確
保
さ
れ
る

よ
う
重
要
事
項
を
定
め
た
。

法
令
遵
守
を
基
本
と
し
て
省

エ
ネ
、
低
炭
素
・
脱
炭
素
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
、
温
室
効

果
ガ
ス
の
削
減
、
生
物
多
様

性
の
保
全
、
３
Ｒ
の
推
進
、

差
別
・
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の
禁

止
、
強
制
労
働
の
禁
止
、
雇

用
・
職
業
に
お
け
る
差
別
の

禁
止
、長
時
間
労
働
の
禁
止
、

職
場
の
安
全
・
衛
生
、
公
正

な
取
引
慣
行
、
情
報
の
適
切

な
管
理
、
地
域
経
済
の
活
性

化
な
ど
を
求
め
て
い
る
。

組
織
委
員
会
は
東
京
都
や

政
府
機
関
に
も
大
会
関
係
の

調
達
で
調
達
コ
ー
ド
を
尊
重

す
る
よ
う
積
極
的
に
働
き
か

け
て
い
く
。

官民連携の対策協議会開催

田畑座長

今後の対応の方向性示す

神谷室長
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